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1.は じめに

私 は2002年4月1日 か ら2003年3月29日 まで1年 間,創 価大 学 か ら派遣 さ

れ てアメ リカ合 衆 国(以 下,ア メ リカ と略称)ニ ュー ジャー ジー州 立 ラ トガ

ース大 学地球 的変化統 御 セ ンターで訪 問研 究員 と して研 究す る機 会 を与 え ら

れ た。 私 の アメ リカ訪 問 は1973年 に同国 国務省 の招 待 で初 めて50日 間同国 に

滞 在 して以 来10回 目で あ る。(1)

私 は小 学校(当 時 は国民 学校 と称 して いたが)時 代 か ら人 間の歴 史 に興 味

を抱 き,学 んで きた。1945年8月15日 の 第二次大 戦終結 後 は これ か らの世 界

は どの よ うになるのか に関心 を持 ち,1952年 に大 学 で国際 関係 を研 究 し始 め

た時 に地域研 究 の対象 と して私 ば躊躇 な くソヴェ ト社 会 主義共和 国同盟(以

下,ソ ヴ ェ トと略称)を 選 ん だ。 中華 人 民共和 国 は生 まれ た ばか りで あ り,

社 会 主義 ・共産主義 と言 えば ソヴ ェ トの 時代 であ った。 私が 共産 主義や ソヴ

ェ トに関心 を持 った のはあ の戦 争 中 に世界 各 国にお いて もっ とも勇敢 に命 を

賭 して戦争 に反対 したのが共産 主義者 で あったか らで あ る。

私 はソ ヴェ トの経 済 と政治 と社会,ソ ヴ ェ トを中心 とす る 国際 関係,と く

にソ ヴェ トとアメ リカの関係 を研 究 す る と ともに両社会 の比較研 究 を始 め た。

そ の後,大 学 におい て国際 関係 論 とと もに国際社会 論 を担 当す る よ うにな り,

さ らに研 究 領域 を広 げ,中 国 と日本 を加 えて 四つの社会 を比 較す る ようにな

った。 ソ ヴェ トは社 会 主義 の先 進 国,中 国 はその後発 国,ア メ リカは資本 主
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義 の先 進 国,日 本 はそ の後 発 国。 これ らの社 会 を比 較研 究す る こ とに よって

地球社 会 の将 来 を予 測 で きるので はないか と考 えたか らであ る。

私 はすで に ソヴ ェ トの内政 と外 交 の諸 問題 ソヴェ トと中 国 との関係,ロ

シア とアメ リカ との関係,ロ シア社 会 とアメ リカ社 会 との比較 につ いて は一

連 の研 究結果 を発表 してい る。(2)

現在 私が取 り組 んで い るの は21世 紀 にふ さわ しい地球社 会論 の確立 で あ る。

本 稿 はその一 環 と して現代 において 唯一 の超 大 国 と言 われ るア メ リカ を取 り

上 げ,ア メ リカはいか な る社会 で あるのか を検 討 したい。最初 に ラ トガース

大 学 と 日本 との関係 を紹介 し,つ いで アメ リカの歴 史 を振 り返 りなが ら奴隷

制 の 問題 ス テー トと同盟 との関係,人 種 ・宗 教 ・貧富 の問題 政治 と外交

の問題 な どを考 察 し,ア メ リカ は まだ未成熟 な発展 途上 の社 会 で あ るこ とを

明 らか に したい。

2.ラ トガ ース大学 と 日本

私 は今 回,当 初 ニ ュー ヨー ク市 にあ る コロ ンビア大学 ハ リマ ン研 究 所 で研

究す る予定 で あった。 ところが,1996年9月 に同研 究所 で研 究 した ときにお

世 話 に なったモ ーテ ィル教 授が ニ ュー アー ク市 にあ る ラ トガース大学 に新設

され た地球 的変化統 御 セ ンター に移 られ たので私 もこのセ ンター で研 究す る

こ とになった。 セ ンター とい うので研 究 セ ンターで あるのか と思 って いたが,

実 際 は地球 問題 につい ての修士 と博 士 の学位 を授与 す る独 立 した大学 院 であ

った。

私 は この と きまで ラ トガー ス大学 の こ とを よ く知 らなか った。お世 話 に な

るこ とが決 まって調 べ てみて,こ の大 学が 日本 と大 変 ゆか りのあ る大 学 であ

るこ とを知 った。

ラ トガース大学 はアメ リカが まだ ヨー ロ ッパ の植 民地 であ った1766年11月

10日 に時 の グ レー トブ リテ ンとフ ランスお よびア イル ラ ン ドの国王 ジ ョー ジ

三 世 の特 許状 に よって クイ ンズ ・カ レ ッジ と して発足 した。実 際 にニ ューブ

ラ ンズ ウ ィックに開学 したの は1771年11月 の こ とであ り,ア メ リカで8番 目

に古 い歴 史 を持 つ大 学 であ る。 同大学 を創 った のはニ ュー ヨー クに本 部 のあ

るオ ラ ンダ改革派 教会 で あった。
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その後1825年 に独 立戦争 時 に大尉 と して活躍 したニ ュー ヨー クの富 豪ヘ ン

リー ・ラ トガース が大学 の評議 員 と して多額 の寄付 を して学校 の発展 に尽 く

した功績 をたた えて校 名 は クイ ンズ ・カ レッジか らラ トガース ・カ レッジ と

改名 された。1864年 には カ レッジはニュー ジ ャ.___ジー州 か ら土 地 を提供 され

る学 校 と して認 定 され,1924年 に は カ『レッジはユ ニバ.___シテ ィー一とな り,ラ

トガー ス大学 となった。 さ らに1945年 と1956年 の法 的措 置 に よって大 学 は正

式 にニ ュー ジ ャー ジー州立大 学 とな った。

ラ トガース ・カ レッジ と 日本 との関係 が生 まれ たの は19世 紀後 半 の幕 末 の

こ とで あ る。 オ ラ ンダ改革派 教会 はオ ラ ンダ生 まれで ニュ ー ヨー クの オーバ

ン神 学校 を卒業 した教 育者 で宣教 師の フルベ ッキ を1859(安 政6)年 に開国

に向か う 日本 に派 遣 した。 フルベ ッキは長崎 で英語 を教 え始 めた。 その なか

に熊 本藩 の開 明的政 治家横井小 楠 の二 人の甥,横 井左 平 太 と横 井大平 が いた。

彼 らはアメ リカ留 学 を希 望 し,鎖 国の禁 を犯 して伊勢 佐太郎,沼 川三郎 の偽

名 で1866(慶 応2)年 に 日本 を出国 した。幕府 はその直後,1866年5月21月

(陰暦4月7日)に 海外 渡航 を解禁 した。

二 人 は同年秋 にニュー ヨ.___クに着 き,フ ルベ ッキの紹介状 を持 って改 革派

伝 道 局 を訪 ね た。 二人 はニ ュー ブ ラ ンズ ウ ィ ックの ラ トガース ・カ レ ッジの

予備校 であ るグ ラマ ー ・ス クー ルで学 ぶ こ とに なった。 日本 か らのニ ュー ブ

ラ ンズ ウィ ックへ の最初 の留 学生 であ る。 しか し,彼 らは病 気 やそ の他 の理

由で明治初 年 に は帰 国 し,そ の後 ま もな く亡 くなってい る。

ラ トガース ・カ レッジへ の最初 の留 学生 は同 じ く長崎 で フルベ ッキか ら英

語 を学 んだ福 井藩 出身の 日下 部太郎 で あ った。 彼 は正 式 の海 外旅行免 状 を持

って1867(慶 応3)年2月 にアメ リカに向か い,ラ トガース ・カ レッジに正

式 に入学 し,優 秀 な成績 で卒 業す るこ とになったが,不 幸 に して卒業直 前 の

1870(明 治3)年4月13日 に結核 で亡 くなった。26歳 で あ った。若 くして ア

メ リカの地で亡 くなった 日下 部 を含 む7人 の留 学生 と幼 い女 児一 人の墓 は今

もニ ューブ ラ ンズ ウ ィックに立 ってい る。

日下部 との縁 で現 在 で は ラ トガース大学 と福 井大学 との間で学術 交流 が進

んでお り,日 本 とアメ リカの両 国研 究者 に よるシ ンポ ジュー ムな どが実 施 さ

れ てい る。(3)
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3.先 住 民の共 同体 か らヨー ロ ッパの植 民地 を経 て独 立国家 へ

南北 ア メ リカ大 陸 には遠 い昔 か ら人 間が住 んで いた。最初 の 人 間はお よそ

3万 年前,当 時地続 きで あ ったベー リ ング海 峡 を こえてア ジアか らや って来

た とい われ てい る。彼 らは長 い年 月 をか け て北 ア メ リカか ら中央 アメ リカ,

南 アメ リカへ と広 が ってい き,中 南米 で はアス テ カ帝 国や イ ンカ帝 国 な どの

国家 をつ くったが,北 アメ リカで は人 々 は部族 ご とに分 かれ て住 み,国 家 を

つ くらず共 同体 のなかで生活 してい た とい われて い る。

1492年 に コロ ンブスが ア メ リカに到達 した ときに北 ア メ リカに何 人の人 が

住 んで いたか につ いて は さまざ まな説が あ り,90万 人か ら1800万 人 と大 きな

開 きが あ る。(4)

そ こヘ ポル トガル,ス 尽 イ ン,フ ラ ンス,オ ラ ンダ,ス ウ ェー デ ン,イ ギ

リス,ロ シアな どの ヨー ロ ッパ大 陸の人 々が移 り住 んだ。

イギ リス に よる本格 的な植 民 は17世 紀 初 め に始 まった。1607年 に最初 の植

民 地が つ くられ,未 婚 の女 王エ リザベ ス に捧 げてバ ージニ ァ と名付 け られ た。

1620年 に ピュー リタ ンの一団が信 教 の 自由 を求 めて メイ フラ ワー号 で到達 し,

プ リマ ス植 民 地 をつ くった。マ ンハ ッタ ン島 は1626年 にオ ラ ンダ人 がわず か

な贈 り物 で先住 民 か ら入手 し,ニ ュー アムス テル ダム と名付 けた。 この地域

一帯 はオ ラ ン ダの植 民地 で あ り
,ニ ュー ネー ダー ラ ン ドと呼 ばれ てい たが,

1664年 にイギ リスが オ ランダか らこの地域 一帯 を奪 ったあ とニ ュー アムス テ

ル ダム はニュー ヨー ク と改 称 され,ニ ュー ジャー ジーやデ ラ ウェア な どは イ

ギ リスの植 民 地 となった。

ペ ンシルベニ ア はクエ ー カーの ウィ リアム ・ペ ンが1681年 に国王 チ ャール

ズ2世 か ら譲 り受 け,開 拓 した ところで あった。1682年10月 にペ ンは大西 洋

を こえて アメ リカの地 に立 ち,そ の地 をギ リシ ャ語 で友愛 を意 味す るフ ィラ

デ ル フ ィア と名付 けた。最 初 の入植者 た ち はデ ラウェア川 の土 手 に 開い た洞

穴で暮 らしてい た。 ペ ンが二度 目に訪 れ たの は1699年 であ った。 フ ィラデル

フ ィアは人 口1万 人 の豊 か な港 町 にな り,人 々の多 くは川 の近 くの レ ンガ造

りの家 に住 んで いた。

1733年 には ジ ョー ジアに植 民 地が建設 され,植 民 地 の数 は13に な った。 イ
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ギ リ ス の 勢 力 が 増 大 す る な か で フ ラ ンス と の 対 立 が 激 し くな っ た 。 つ い に

1755年 に植 民 地 の 境 界 を め ぐっ て イ ギ リス と フ ラ ンス の 問 で 戦 闘 が 始 ま り,

翌1756年 に は イ ギ リス が フ ラ ンス に宣 戦 を布 告 し,ヨ ー ロ ッパ の 国 々 も巻 き

込 ん だ7年 戦 争 とな っ た。 こ の戦 争 の結 果,フ ラ ンス は カ ナ ダ と北 ア メ リ カ

の多 くの植 民 地 を失 い,代 わ っ て イ ギ リス が これ を領 有 した 。

多 額 の 戦 費 に よる財 源 難 に苦 しん だ イ ギ リス 本 国 は植 民 地 ア メ リ カ に税 金

を課 す る こ と に した 。1764年 に砂 糖 税 法,1765年 に 印 紙 税 法 が 施 行 さ れ た 。

植 民 地 の住 民 は こ れ に 反 対 し,1774年 に は ジ ョー ジ ア を の ぞ く12の 植 民 地 の

代 表 が フ ィ ラ デ ル フ ィ ア に集 ま り,第1回 大 陸 会 議 を 開 い た。 イ ギ リス 本 国

と ア メ リ カ 植 民 地 の 対 立 は激 化 し,1775年 に は つ い に武 力 闘 争 に発 展 し,

1776年7月4日 の 第2回 大 陸 会 議iは独 立 を宣 言 す る に至 っ た。 宣 言 は 「ア メ

リ カの13の 連 合 した ス テ ー ト(thethirteenunitedStatesofAmerica)」 の

名 で 発 表 さ れ た 。 ユ ナ イ テ ド ・ス テ ー ツの 初 登 場 で あ る 。1783年 に イ ギ リス

は ア メ リ カの 独 立 を承 認 した 。(5)

4.今 も続 く人種分 離 主義者 と奴隷 制廃止 論者 の抗争

ア メ リカ の ジ ャー ナ リス ト,マ イケ ル ・リ ン ドは1995年 に 出版 した著書

『次 の ア メ リカ国家 二新 しい ナ シ ョナ リズ ム と第4の ア メ リカ革命 』 で アメ

リカ社会 は三 つ の革命 また は戦争 に よって三つ の国家 を経験 し,今 や 四つ 目

の革命 に直面 して い る と主張 してい る。

第1の 革命 は独 立 革命 であ り,国 家 は1789年 か ら1861年 までの ア ングロ ・

ア メ リカ共和 国で あ る。 人種 的 にはア ングロ ・サ クソ ン とア ングロ ・ゲルマ

ニ ックか ら成 る コ ミュニテ ィであ り,市 民宗教 は プロテス タン ト ・キ リス ト

教 であ った。 ユ ダヤ人や黒 人 は言 うに及 ばず アイル ラ ン ド系 ア メ リカ人 の カ

トリック ・キ リス ト教徒 も真 の アメ リカ人か否 かが 問わ れた時代 であ った。

第2の 戦争 は南北戦 争 であ り,国 家 は1875年 か ら1957年 までのユ ー ロ ・ア

メ リカ共和 国で ある。1861年 か ら1865年 までの南北 戦争 とその後 の復興 期 を

経 て19世 紀 後 半か ら20世 紀初 めにか けて ヨー ロ ッパ か ら多 数 の移 民が アメ リ

カに来 た。 アメ リカは ヨー ロ ッパ系 中心 の社 会 となった。 もはや プ ロテス タ

ン トとか カ トリック とか は問題 にな らず,ユ ダヤ教 をふ くむユ ダヤ ・キ リス
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ト教,キ リス ト教全 般が 受 け入 れ られ る ようにな った。

第3の 革命 は1950年 代 か ら1970年 代 にか けての公民権 革命 で あ り,国 家 は

1972年 以 降の多 文化 アメ リカ共和 国であ る。 アメ リカ はす で に凝集 した一 つ

の ナ シ ョナル ・コ ミュニ テ ィで はな く,白 人,黒 人,ヒ スパ ニ ック,ア ジア

太平洋 諸 島民,ネ イテ ィブ ・アメ リカ ンとい う人種 に よって規 定 され る五 つ

の ナ シ ョナル ・コ ミュニ テ ィか ら成 る社 会 で あ る。宗教 に代 わって世俗 の哲

学が その地位 を占め てい る。

リ ン ドは さ らに第4の 国家 として トランス ・ア メ リカ共和 国 を想 定 し,皮

膚 の色 が無視 され,ジ ェ ンダー につ い て中立 的な個 人の権利 が擁護 され る体

制 を考 えてい る。(6)

以上 の リン ドの説 に加 えて私 は これ らの国家 は奴隷制 と人種 差別,男 女 差

別 の観 点 か ら次 の よ うに特徴 付 け られ る と考 えてい る。

第1の 共和 国 で は奴隷 制 と人種 差別,男 女差別 が公 然 と存在 した。1776年

の独 立 宣言 で唱 われ た 「すべ ての人 は平等 につ くられ る」 とい うすべ ての人

は白人の男性 だけで あ り,そ の なか には黒 人 は もちろん の こ と白人 の女性 も

入 ってい なか った。1787年 に制 定 され た憲法 では奴T'制 の こ とは一言 も触 れ

られ てい ないが,憲 法制 定 の段 階 で奴 隷制 を廃止 してい たの は5の ス テー ト

だ けであ り,残 りの8の ス テー トで は奴隷 制が存 在 した。 人 口の もっ と も多

か ったバ ー ジニアで は総 人 口69万1737人 のお よそ40%を 占め る30万 人 ほ どが

黒 人奴 隷 であ った。 初代 大統領 ワシ ン トンは この地 の人で あ り,彼 自身 も奴

隷 を持 ってい た。 第14代 大統領 までの14人 の大統 領 の うち9人 が奴i隷所有 者

で あった。⑦

人 ロ は1790年8月2日 現 在392万92ユ4人 であ ったが,1860年6月1日 には

3144万3321人 に増 えていた。(8)

第2の 共和 国で は合 衆 国憲法 に よ り奴隷 制が禁 止 され,黒 人 に も選挙権 が

与 え られ たが,実 質 的 には人種 差別 は存 続 し,投 票権 は制 限 された。 ア メ リ

カ合衆 国議会 は1865年2月 に奴 隷制 の存 在 を認 め ない憲 法修正 第13条 を可 決

し,1866年6月 に合 衆 国で生 まれ た者,合 衆 国に帰化 した者,合 衆 国の管 轄

権 に服 くす る者 をす べ て合 衆 国 と居住 す る当該 ス テー トの市民 と認 め る憲 法

修 正第14条 を可決 した。 この修正 第14条 は1868年7月9日 に発効 した。 さ ら
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に1870年2月3日 に人種,皮 膚 の色,か つ ての奴隷 の身分 を理 由 として投 票
ノ

権 を拒 否 また は制 約す るこ とを禁止 す る憲 法修正 第15条 が発効 した。

法律 が 出 来 た か ら とい って,そ れ が た だ ち に実 行 され た わ けで は ない 。

1866年 に テネ シー で 白人 の暴力 組織 クー ・ク ラ ックス ・ク ラ ン(KKK)が

組 織 され,黒 人 に残 酷 な暴 力 を振 るい始 めた。 この よ うな暴 力 は1870年 代 な

か ば まで続 いた。1880年 代 か ら1890年 代 にか けて南部 で は人頭税 の納付 を義

務付 けた り,読 み書 き能力 を試 す な ど して黒人 か ら実 質的 に選挙権 を剥奪 し

てい った。 また,鉄 道 の客 車 や ホテル,レ ス トラ ン,学 校 な どの施 設 を利 用

す る さい に 白人 と黒 人 を同席 させ ない で分 離す るこ とがス テー トの法律 で決

め られて いった。1896年 には合衆 国最 高裁判 所 も 「分離 す れ ども平 等」 に扱

えば憲法 に反 しない とい う判決 を下 して人種 分離 制度 を合憲 と認 めた。 この

「分 離す れ ども平等 」 の原 理が 公立 学校 に は適 用 され ない との合 衆 国最 高 裁

判所 の判 決が 出 たの は1954年 の こ とで あった。 この判 決 は古 い秩 序 と新・た な

秩序 に画 然 と一線 を引 き,激 動 の時代 を生 み 出す 原動力 とな った。 一つ の時

代 が終 わ り,ま った く別 の時代 が 始 まった。⑨

1848年 か ら進め られ て きた女性 の参 政権獲 得運動 は19世 紀 末か ら20世 紀 初

め にか け て成 果が あが り始 めた。1890年 に ワイオ ミングで初 め て女性 の参 政

権 が認 め られたあ と1918年 まで に13の ス テー トで女 性 が参政権 を行使 す るよ

うになった。 さ らに1920年8月18日 に は憲法修 正 第19条 が発効 し,合 衆 国全

体 で女性 の参政権 が 認 め られ る よ うに なった。1916年 に はモ ンタナか ら初 の

合衆 国下 院議員 が誕生 した。

人 口は南部 もふ くめ て1870年6月1日 の3981万8449人 か ら1960年4月1日

の1億7932万3175人 に増 えてい た。

第3の 共和 国で は投 票権 の制 限や人種 差別 が禁 じられ,差 別是 正措 置(ア

フ ァーマ テ ィブ ・ア クシ ョン)が 講 じ られ る よ うに なった。1964年1月23日

に人頭 税 やそ の他 の税 金 の未納 を理 由 として投 票権 を拒 否 また は制 限す る こ

とを禁 じる憲法修 正 第24条 が発 効 した。1964年7月 に各種 公衆用 施設 での 人

種差 別 を禁止す る市民権 法が 成立 し,1965年 に合 衆 国政府 の介入 に よって投

票権 を保証 す る投 票権 法が成 立 した。 この法律 に よって黒 人 の選挙 登録 が激

増 した。選挙 登録 を して いたの は1963年 には南 部黒 人 の4分 の1で あ った の
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が,1969年 には3分 の2に 増 えた。

黒 人 の地 位 向上 と ともにKKKの 活動 が ふ た た び活発 にな った。 黒 人 の暴

動 も頻発 す る ように なっ た。1965年2月 に はKKKの 暴 力 に対 して正 当 防衛

を主 張 してい たマ ル コムXが ニ ュー ヨー クのハ ー レムで暗殺 され,同 年8月

には ロサ ンゼ ルス の ワ ッツで黒 人 の大暴動 が発 生 した。1966年 には シ カゴ,

ロサ ンゼ ルス,ロ チ ェス ターで・暴動 が起 こ り,1967年 にはニ ュー アー ク,デ

トロ イ トで1965年 の ワ ッツ暴動 を上 回 る大暴 動 が起 きた。1968年4月 には非

暴 力 で人種差 別 に反対 して きた キ ング牧 師が テ ネシーの メ ンフ ィスで暗殺 さ

れ た。

1983年 にキ ング牧 師の誕生 日(1月15日)を 合 衆 国の祝 日とす る法律 が採

択 され,1986年 か ら1月 の第3月 曜 日が キ ング牧師 を偲 ぶ 日とされて い るが,

人種 差別 問題 は今 日も依 然 と して アメ リカ社 会 の重大 な係争 問題 であ る。 白

人 の なか には大 学 の入学 試験 や就職 な どで少数 人種 や女性 を優 遇す る措 置 は

逆差 別 であ る との声 が あ り,訴 訟 が相次 ぎ,1990年 代後 半 にはカ リフ ォル ニ

アや ワ シ ン トンな どのス テー トで住 民投 票 に よって廃止 され てい る。

バ ー ジニ アの貧 しい12人 の兄弟姉 妹 の家 族 の なか で育 ち,差 別是 正措 置 の

お か げで高等教 育 を受 け,バ ンダー ビル ト大学教授 となった キ ャロル ・ス ウ

ェイ ンは2002年 に出版 した著 書 「アメ リカの新 しい 白人 ナ シ ョナ リズ ム:統

合 に対す るそ の挑 戦 』で過去10年 間に新 しい 白人 ナ シ ョナ リス ト運動 が力 を

つ け て きてお り,脆 い人種 関係 をすで に破壊 す る力 を持 ちつ つ あ る と指摘 し

てい る。(lo)

ブ ッシュ大統 領 も2003年1月20日 の キ ング牧 師 を偲 ぶ会 に出席 し,ア メ リ

カの なか にはキ ング牧 師 の平 等 の夢 か ら人 々 を尻込 み させ る偏 見 が あ るこ と

を認 めてい る。 しか し,ブ ッシュ大 統領 自身が これ に先立つ1月15日 に ミシ

ガ ン大学 で実施 されて いる入 学選考 の さい に十 分 な数の 人が入 って いない少

i数派,す なわ ち黒 人 な どに は総 点150点 の評価 に20点 を加 算 す る とか,特 別

な入 学枠 を設 け る とか の制度 は不公 正 であ り,憲 法違 反 であ る との意見書 を

合衆 国最 高裁判所 に提 出す る と言 明 していたの であ る。

この ミシガ ン大学 問題 につ い て合 衆 国最 高裁 判所 は2003年6月23日 に5対

4で 憲法 は一定 の範 囲で人種 を入学 者選抜 の判 断材 料 にす るこ とを禁 じてい
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ない と し,法 科 大学 院(ロ ー ス クー ル)で 優 遇措置 を とるこ とを合憲 と認 めた。

しか し,6対3で 学部 にお いて少 数 派 のため に一 定 の割 り合 いで入 学枠 を設

け た り,自 動 的 に評 点 を加算 す る措 置 は違憲 であ る との判 決 を下 した。(11)

この判 決 は差 別是 正 に対 す る アメ リカ社会 の考 えが拮抗 してい る こ とを示

して い る。 ア メ リカで は人種 分離 主義者 と奴隷 制廃 止論者 の抗 争 は今 も続 い

てい る。

人 口 は1970年4月1日 の2億330万2031人 か ら2000年4 .月1日 の2億8142

万2426人 に増 えて いる。

5.法 的 に は複数 の一邦 国家 の同盟,政 治的 には一つ の多邦 国家

アメ リカ合衆 国が複 数 のス テー トの同盟 であ るのかtそ れ と も,複 数 のス

テー トか ら成 る0つ の国家 であ るのか は アメ リカ合衆 国が建 国 され て以来論

議 され てい る大 問題 であ る。私 の用 語 で は,各 ス テー トが 一つ の国家 で ある

一邦 国家(natiOn -State)の 同盟 で あ るの か,そ れ とも,複 数 のス テ ー トか

ら成 る一 つの 国家 で あ る多邦 国家(nation-states)で あ るのか で ある。

1776年 に13の コロニー(植 民地)の 代 表者が 集 まって独 立 を宣 言 した とき,

それぞ れの コロニ ーはス テー ト(邦)と なった。 それぞ れのス テ`.ト は憲法

を制定 し,独 立 国家 を確 立 した。 こ う して独 立 したステー トは1777年7月12

日に大 陸会議 で連合 と永続 的同盟 の規 約 につ いて審議 を始 め,同 年11月15日

に これ を承 認 した。 この規約 で は13の 各 ス テー トはそれぞ れが独 立 と主権 を

保 持 し,領 土内 を統治す る絶対権 を維 持 して いた。 この規約 を13の すべ ての

ステー トが批 准 した のは1781年3月1日 であ った。

よ りい っそ う完全 な同盟 を望 むス テー トの代 表者 たちが1787年5月25日 に

フ ィラデ ル フ ィアで憲法 制定会 議 を開 き,同 年9月17日 に制 定 したのが ア メ

リカ合 衆 国憲 法 であ る。 この会議 の ため に各 ス テー トで選 出 され た代 議員 の

総数 は74人,出 席 した代議 員 は55人,最 終草 案 に署名 した の は39人 で あった。

ユ3のス テ ー トがすべ て批准 を終 えたのは1790年5月29日,ジ ョー ジ ・ワシ ン

トンが初 代大 統領 に就任 して1年 後 であ った。 ア メ リカ合衆 国 は見切 り発 車

した。合 衆 国憲法へ の反対 が強 く,批 准 が難航 したか らで ある。(12)

この憲法 は欠 陥憲 法で あ る。 同盟へ の加盟 の規 定 はあ るが,脱 退 の規定 は
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ない。 この ため に1860年 か ら1861年 にか けて奴隷 制 の廃 止 に反対 す る11の 南

部 のス テー トが アメ リカ合衆 国 か ら離脱 してア メ リカ連盟 国(南 部連盟)を

作 る とい う事態 が起 こ り,こ れ を契機 と して内戦 が起 こった。

アメ リカ合衆 国 は主権 国家 で あ る各 ス テー トが合意 して作 った ものであ る

か ら,合 衆 国が不 当な権力 を行使 す る時 にはそれ に抵 抗 し,合 衆 国か ら離脱

す る権 利 が あ る とい う南部 の主張 は法 的 には正 しい。 だか ら,リ ンカー ンも

1861年3月4日 の大統 領就任 演説 でい か なるステ ー トも勝手 に合 衆 国か ら離

脱 で きない と主 張 したが,具 体 的 には何 の措 置 も採 れ なか った。 離脱 を阻止

す る法 的根 拠 は ない。

リンカー ンが南部攻 撃 の 口実 と したの は南 部連盟 に参加 してい た南 カロ ラ

イナ にあ る合衆 国の砦 が攻撃 され陥落 させ られ た こ とであ る。 リ ンカー ンは

これ を反乱 と宣言 し,反 乱 者 を鎮圧 す る こ とを戦 争 開始 の大 義名 分 とした。

この戦争 は反乱 者 との戦争 で あ って合衆 国か ら離脱 したス テー トとの戦 争 で

はない とされ た。

内戦 中 にア メ リカ合 衆 国の北 部 は一邦 国家 の 同盟 か ら一つ の多 邦 国家 に成

り始 めた 。1861年8月 にこれ まで徴 税 権 はス テー トにあ る とされ て きたが,

合 衆 国が戦費 を調達 す るため に課税 権 を獲得 した。1862年2月 には これ まで

通 貨 の発行 権 はステー トにあ ったが,合 衆 国政府 が統 一通 貨 を発 行 で きる よ

うにな った。(13)

リンカー ンは1861年3月 の大統 領就任 演説 にお い てす で に 「わが 国家 は ア

メ リカ合衆 国人民 を主権者 と し,連 邦 政府 は 『人 民』 を代 表す る」 と述べ て

い たが,1863年11月19日 にゲ テ ィスバ ー グで行 われ た戦 没者 を悼 む式 典 でそ

れ を 「人民 に よる,人 民 のた めの,人 民 の政治」 と定式化 した時,そ こには

これ まで ステー トの 同盟 と してス テー トに依 拠 して行 われ て きた合衆 国 の統

治 を今 後 は直接 人民 に依拠 して行 うとの強 い決意 が込 め られて いた。(14)

1866年7月 にテ ネシーが合衆 国 に復帰 したの に続 いて1870年 代 なか ば まで

に11の ス テー トがすべ て合 衆 国 に戻 った。 アメ リカ合 衆 国 に一 度加盟 したス

テ ー トは合衆 国 か ら離脱 で きない との不 文律 が で きた。 しか し,人 種 分離 制

度 に見 られ る よ うに,ア メ リカ合 衆 国の南部 は国家 の なかの国家 で あった。

19世 紀後半 か ら20世 紀全体 を通 じての鉄 道,自 動 車,航 空機 な どの運輸 交
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通手段 の発 達 と第一次 大戦へ の参 戦,経 済大恐 慌へ の対 策,第 二 次大戦 の勃

発,公 民権 革命 な どに よ りアメ リカ合 衆 国の0体 化 が進 んだ。

この 問に共和党 と民 主党 の政治 的立場 は入 れ代 わ った。19世 紀 において リ

ンカ..__.ンの共和党 は奴隷 解放 の党 で あ り,北 部 を基 盤 と して いた。奴隷 制廃

止 をア メ リカ全体 に広 げ るため には アメ リカ合衆 国の一体化 と合 衆 国の権 力

の拡大 が必 要で あ った。 アメ リカ大 陸横 断鉄道 の建 設 は これ を促 進 した。他

方,民 主党 は奴隷制 維持 の党 であ り,南 部 を基盤 と して いた。現 に奴隷 制 を

維 持 して い るス テー トの権 利 を確 保 す る こ とに努 め,合 衆 国権 力 の強化 に反

対 した。

20世 紀 におい て民 主党 は戦争 遂行 とニュー デ ィー ル政策,公 民権確 立 を進

め るなか で アメ リカ合衆 国 の0体 化 と合衆 国権力 の拡大 を図 る ように なった。

他 方,共 和 党 はス テー トの権 利確 保 と小 さ な政府 をめ ざす ようになった。

21世 紀 に入 り共和 党 は9.11事 件 を契機 とす るア フガ ン戦 争 とイ ラク戦争 の

遂 行,本 土安全 保 障省 の設置 な どを進 め る なか で アメ リカ合衆 国の0体 化 と

合 衆 国権 力 の拡 大 を図 ってい る。

アメ リカ合 衆 国 は法 的 には依 然 と して ステ ー トの 同盟 で あ る。 それ を明 ら

か に した のが2000年 の大統 領選 挙 の結 果 であ る。 この ときブ ッシ ュは得票 数,

得 票率 と もに ゴア よ りも少 なかっ たが,各 ス テ...._.トごとに選 ばれ る大統領 選

挙 人 の数 でブ ッシ ュが ゴアを上 回 ったの で当選 となった。 この ような事態 は

これ まで今 回 を含 め て4回 あ った。最 初 は1824年 の 第16代 大統 領 を決 め る時,

2回 目は1876年 の 第19代 大 統領 を決 め る時,3回 目は1888年 の第23代 大統 領

を決 め る時,4回 目は今 回の2000年 の第43代 大統 領 を決 める時で あ る。 しか

し,い ずれ の時 も選挙 制 度の見 直 しに は至 らなか った。 そ れ は建 国以来 の憲

法体 制 の根 幹 を見直 す ことになるか らで ある。

他 方,政 治 的 には南 北戦 争以後 アメ リカ合衆 国は一つ の 国であ って各 ステ

ー トは合衆 国か ら離脱 で きない とい う暗黙 の合 意 が成立 してい る。離 脱が流

血 の惨事 を招 いた か らであ る。

アメ リカ国民 の多 くは形 式 的 にはア メ リカ合 衆 国 を一 つ の国 として認 め な

が ら,実 体 と して はス テー トの同盟 と しての アメ リカ合 衆 国 を望 んで いる よ

うで ある。
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6.広 くて豊 か な社 会 と貧 しい 人 々

ア メ リカ は広 い 国 で あ る。1999年 末 現 在 で ア メ リ カ合 衆 国 の面 積 は973万

2610平 方 キ ロ メ ー トル,ロ シ ア,カ ナ ダ,中 国 につ い で 世 界 で4番 目に大 き

な 国 で あ る。 日本 は37万7727平 方 キ ロ メ ー トル,世 界 で60番 目,ア メ リカ の

お よそ25分 の1で あ る 。 日本 は ア メ リカ の 一 つ の ス テ ー トで あ る カ リ フ ォ ル

ニ ア に も及 ぼ な い 。 人 口 は ア メ リ カが2億7290万 人,中 国,イ ン ドにつ い で

世 界 第3位,日 本 の 人 口1億2650万 人 の2倍 以 上 で あ る。

ア メ リ カ は豊 か な 国 で あ る。1999年 の 国 内 総 生 産(GDP)は ア メ リ カ が

9兆1521億 ドル で 世 界 第1位,日 本 が4兆3469億 ドル で 世 界 第2位 で あ る。

単 純 な 一 人 当 た りGDPで は 日本 が3万4340ド ル で あ り,ル ク セ ン ブ ル グ,

バ ミュ ー ダ,ス イ ス につ い で ノ ル ウエ ー と同 額 で 共 に世 界 第4位,ア メ リ カ

はそ の 次 で3万3540ド ル,世 界 第6位 で あ る。 購 買 力 平 価 に よ る一 人 当 た り

GDPで は ア メ リ カ が3万1910ド ル,日 本 が2万5170ド ル で ア メ リ カが 上 で

あ る 。 情 報 化 の 点 で もア メ リ カ は 進 ん で い る 。 ア メ リ カ の 人 口100人 当 た り

の コ ン ピ ュ ー ター の 普 及 率 は55.5,イ ンタ ー ネ ッ ト ・ホ ス トは266.1,日 本 は

そ れ ぞ れ31.5と36.7で あ る。

つ い で な が ら ロ シ ア のGDPは4014億 ドル,購 買 力 平 価 に よ る 一 人 当 り

GDPは6990ド ル,中 国 のGDPは9895億 ドル,購 買 力 平 価 に よ る 一 人 当 り

GDPは3550ド ル で あ る 。 ロ シ ア の コ ン ピ ュ ー ター の 普 及 率 は4.3,イ ン タ ー

ネ ッ ト ・ホ ス トは2.0,中 国 はそ れ ぞ れ1.6と0.1で あ る 。 ア メ リ カが 経 済 力 の

点 で も情 報 化 の 点 で も著 し く大 き く進 ん で い る こ とは 間 違 い な い。(15)

ア メ リ カ は 人種 的 に多 様 な 国 で あ る 。・ア メ リカ に は 白 人 の 他 に黒 人,先 住

民,ア ジ ア系,太 平 洋 諸 島民 な どの さ ま ざ まな 人 種 の 人 が住 ん で い る 。 そ の

割 り合 い は2000年 の統 計 で 白人2億1146万1000人,75.1%,黒 人3465万8000

人,12.3%,先 住 民247万6000人,a.9%,ア ジ ア系1024万3000人,3.6%,太

平 洋 諸 島 民39万9000人,0.1%,そ の他 の 人 種5.5%,複 数 人 種2.4%で あ っ た。

この 人 種 に よ る 区 分 の他 に ス ペ イ ン語 を話 す ヒス パ ニ ック とい う分 類 が あ る。

ヒス パ ニ ック に は人 種 的 に は 白人 も黒 人 もい る 。 この ヒ スパ ニ ッ ク は2000年

の段 階 で3530万6000人,12.5%で あ っ た が,2002年7月1日 現 在 で は3880万
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人 に達 し,ア メ リカ史上初 めて黒 人人 口の3830万 人 を越 えた。(16)

アメ リカ社会 は この ような様 々 な人種 が一つ に溶 け合 った 「人種 の るつ ぼ」

であ る とか,様 々な人種 が混 じり合 った 「人種 のサ ラダ ・ボール」 とか とい

われ てい るが,ア メ リカ社会 はその両者 の要素 を合 わせ持 ってい る。 どち ら

か と言 う と,後 者 の性 格 が強 いが,そ れ で も人種 間 の融合 が 進 んでい る。(17)

アメ リカは宗教 的 に も多様 な国であ る。 アメ リカ合 衆 国憲法修 正 第1条 は

宗教 を国定 した り,宗 教 上 の 自由 な活動 を禁止 した りす る こ とを禁 じてお り,

政教 分離 の もとに信 教 の 自由 を保 証 してい る。 したが って,ア メ リカ には世

界 の主要宗教 であ るキ リス ト教,ユ ダヤ教,イ ス ラム教,仏 教 の信者 がすべ

て存在 してい る。 アメ リカで信 者 が もっ と も多 い の はキ リス ト教 で あ り,約

1億5830万 人,そ の うちプ ロテ ス タ ン トは約8370万 人,ロ ーマ ・カ トリック

は約6200万 人,東 方正教 会 は約400万 人で あ る。 この他 にユ ダヤ教 が約380万

人,イ ス ラム教 が約300万 人,仏 教 が 約50万 人 の信者 を擁 して い る といわ れ

てい る。(18)

別 の 資料 に よる と,2000年 の段 階で プ ロテス タ ン トの なかで の最大 の集 団

は イギ リス の ビュー一リタ ンの流 れ を引 くバ プテス トであ り,バ プ テス ト教 会

だけで も何 十 もの教 派 が ある。 その うち もっ と も大 きい のは1596万 人 の信 者

が い る南部バ プテス ト教 会 であ る。 第2の 集 団 はイギ リス国教 会 改革運 動 と

して始 め られ たメ ソ ジス トであ り,こ れ も多 くの教派 に分 かれ てい るが,そ

の うち もっ とも大 きい の は834万1000人 の信者 が い る連合 メ ソジス ト教 会 で

あ る。第3は 非 ピュー リ タン系 プ ロテス タ ン トの ル ター派 であ り,そ の うち

もっ と も大 きいの は512万6000人 の信 者 の い る福 音 ル ター派教 会 であ る。 第

4は モ ルモ ン教 とい う名 前 で知 られ る末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 であ り,

520万9000人 の信 者 を擁 す る。 第5は257万8000人 の信 者 の い る神 の集 い,

231万1000人 の信 者 のい る監督教 会派,137万7000人 の信 者 がい るキ リス ト連

合 教会 な どで あ る。 この他 に ローマ ・カ トリック教会 が6368万3000入,北 ア

メ リカ ・南 アメ リカ ・ギ リシ ャ正教 司教教 会 が150万 人,ユ ダヤ教 が2001年

に615万 人の信者 を擁 していた とい われて いる。(19)

資料 に よって数値 に違 いが あ るが,ア メ リカ人 の多 くがユ ダヤ ・キ リス ト

教 的伝 統 の宗 教 を信 じてお り,こ れが 「見 え ざる国教」 の役 割 を果 た して い
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る。(20)

先 に も見 た よ うに,ア メ リ カ は全 体 と して は 豊 か な社 会 で あ るが,問 題 な

の は貧 富 の格 差 が 増 大 し,豊 か な 人 と貧 しい 人 との 二極 化 が 進 ん で い る こ と

で あ る。 例 え ば,1959年 に所 得 上 位4%(210万 世 帯)の 総 所 得310億 ドル は

下 位35%(1830万 世 帯)の 所 得 総 額 と同 額 で あ っ た の が,1989年 に は所 得 上

位4%(380万 世 帯)の 総 所 得4520億 ドル は 下 位51%(4920万 世 帯)の 所 得

総 額 と同額 に な っ て い る。(21)

ア メ リ カ に は 貧 困 ラ イ ン とい うの が あ る。 これ は物 価 や そ の他 の 関係 で 年

に よ っ て 若 干 の 違 い が あ る が,こ の と こ ろ4人 家 族 で 年 収 約1万8000ド ル

(1ド ル=120円 と して216万 円)で あ る 。

2000年 の 世 帯 所 得 で 見 る と,ア メ リ カの 全 世 帯 数 は7238万8000,平 均 年 収

は5万890ド ル,年 収7万5000ド ル 以 上 は29.6%,貧 困 ラ イ ン以 下 は8.6%,

622万2000世 帯,3105万4000人(人 口比 で11.3%,以 下 同様)で あ っ た 。

そ の 内 訳 は 白人 の総 世 帯 数 が6022万2000,平 均 年 収 が5万3256ド ル,年 収

7万5000ド ル 以 上 が31.4%,貧 困 ラ イ ン以 下 が6.9%,415万1000世 帯,2124

万2000人(9.4%),黒 人 の 総 世 帯i数 は881万4000,平 均 年 収 は3万4192ド ル,

年 収7万5000ド ル 以 上 は15.6%,貧 困 ラ イ ン以 下 は19.1%,168万5000世 帯,

786万2000人(22.0%),ア ジ ア太 平 洋 諸 島 民 の 総 世 帯 数 は266万3000,平 均

年 収 は6万1511ド ル,年 収7万5000ド ル 以 上 は39.3%,貧 困 ラ イ ン以 下 は

8.8%s23万5000世 帯,121万4000人(10.7%),ヒ ス パ ニ ッ ク の 総 世 帯 数 は

772万8000,平 均 年 収 は3万5054ド ル,年 収7万5000ド ル 以 上 は14.1%,貧

困 ラ イ ン以 下 は18.5%,143万1000世 帯,715万3000人(21.2%)で あ る。(22)

2001年 の資 料 で見 る と,一 世 帯 当 た りの平 均 年 収 は4万2228ド ル で あ っ た 。

一 番 収 入 の 多 い の は ア ジ ア太 平 洋系 で5万3635ド ル
,つ い で非 ヒ スパ ニ ッ ク

白人4万6305ド ル,ヒ スパ ニ ッ ク3万3565ド ル,黒 人2万9470ド ル で あ っ た 。

この 年 の 貧 困 ラ イ ンは4人 家 族 で 年 収1万8104ド ル,そ れ 以 下 の 収 入 で 生 活

して い た 人 が3290万 人(11.7%)い た 。 率 と して貧 困 ラ イ ン以 下 の 人 が も っ

と も多 い の は 黒 人 の23%,つ い で ヒス パ ニ ッ ク の21%,ア ジ ア太 平 洋 系 の

10%,非 ヒス パ ニ ック 白 人 の8%で あ る。

私 が 住 ん で い た ニ ュ ー ジ ャー ジ で も黒 人 と ヒスパ ニ ッ ク な どで 年 収10万 ド
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ル以 上 の 人 が い る し,そ のi数 は増 え て い る。1990年 に4万3639人 で あ った の

が,2001年 に は7万341人 に な っ て い る 。 黒 人 の 方 が 白 人 よ りも平 均 年 収 が

多 い 町 が あ る。 ミ ドル セ サ ックス 郡 サ ウ ス プ レイ ン フ ィー ル ド町 で は黒 人 の

平 均 年 収 は7万7167ド ル,白 人 の平 均 年 収 は6万6232ド ル,バ ー ゲ ン郡 バ ー

ゲ ン フ ィー ル ド町 で は黒 人 の 平 均 年 収 が6万6429ド ル,白 人 の 平 均 年 収 が5

万7358ド ル で あ る。(23)

ア メ リ カ商 務 省 が2003年9月28日 に発 表 した2002年 の 貧 困 統 計 に よ る と,

同 年 の 貧 困 者 数 は3460万 人(12.1%)で あ り,2000年 以 来3年 連 続 して 数 ・

率 と も に増 え て い る。 白 人 と黒 人,ヒ スパ ニ ッ ク の な か で の 階 層 分 化 が 進 ん

で お り,白 人 は豊 か で,黒 人 と ヒスパ ニ ック は貧 しい と一 概 に は言 え な くな

っ て い るが,そ の 日そ の 日の生 活 に も困 る人 が10人 に1人 以 上 い る とい う社

会 は決 して健 全 な社 会 で は な い 。 黒 人 の場 合 は5人 に1人 以 上 が 貧 しい 人 で

あ る。

7.不 公 正 な選挙 と金持 ち民主 主義

アメ リカ人 は一般 に政 治好 きで あ る。 ア メ リカ人 は絶 対主 義 的 な王権 の も

とで の従 属 的 な生活 を拒 否 し,は るば る大 西洋 を越 えて新世 界 での 自立 的 な

生 活 も求 めて きた人 であ る。 自分 の運 命 は 自分 で決 め,自 分 で切 り開 こう と

す る人 々で あ る。

独 立革 命 もイギ リスが アメ リカの植 民者 た ちの合 意 な しに一方 的 に税金 を

課 した こ とか ら始 まった。 自分 や 自分 の代 理人 がい ない ところで決 め た こ と

には従 わない。 これが ア メ リカ人 の原 則 であ る。 したが って,直 接住 民 の意

志 を問 う住民投 票 や代 理 人 を選 ぶ選挙 が頻繁 に行 われ る こ とに なる。

合衆 国の大 統領 は4年 ご とに選 ばれ,下 院議 員 は入[数 に応 じて2年 ご と

に選挙 され る。上 院議員 は任期 が6年 で あ り,各 ス テ.___トか ら2名 ずつ選 ば

れ る。50の ス テー トの代 表100名 は2年 ご とに3分 の1ず つ改 選 され る。 こ

の他 に各 ス テー トの ガバ ナー(統 治者,知 事),上 院議 員,下 院議 員,市 町

村 の執行 者,代 議 員 な どが選 ばれ る。 これ らの任 期 は2年 か ら4年 で あ り,

ス テー トに よって異 なる。

2000年 大統 領選挙 の と きの18歳 以上 の有権 者 総数(投 票権 の ない外 国人 も
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含 む)は2億260万 人,ア メ リカで は有 権 者 は 自動 的 に投 票権 を得 られ ず,

あ らか じめ登 録 してお か なけれ ばな らないが,そ の登 録 率 は有権 者総 数 に対

して63.9%,投 票率 は同 じく有権者 総 数 に対 して54.7%で あ った。

投 票総 数 は1億539万7000票,民 主党 の ゴア候 補 が5099万2000票,共 和 党

の ブ ッシュ候 補が5045万5000票,緑 の党 の ネ ー ダー候 補 が288万3000票 を獲

得 し,ゴ ア候 補 が第1位 で あ った。 しか し,先 に も述べ た ご と く,大 統領 選

挙 人 の数 でブ ッシ ュ候 補 が271人 を獲 得 し,ゴ ア候 補 の266人 を5人 上 回った

ので 当選 とな った。(24)

アメ リカで は選挙 が常 に公正 に行 われ てい る とは言 い難 い。建 国当初 に選

挙 権 を与 え られ たの は白人の男性 だけで あ った。 白人 の女性 と黒人 や先住民

の男女 には選挙 権 は与 え られ なか った。後 に黒人 や先住民 に も選挙権 が与 え

られ る よ うに なったが,い ろい ろな理 由 をつ けてそれが剥奪 され て きた こと

は前 に見 た通 りであ る。 そ して,そ れが 今 も続 い てい る。

2000年11月 の大統領 選挙 の 開票時 に ブ ッシュ候補 の弟 ジェブ ・ブ ッシュが

ガバ ナー を務 め る フロ リダで直接投 票 の 開票 をめ ぐって紛 争が起 こ り裁判 沙

汰 にな った こ とは良 く知 られ てい るが,実 は ジェ ブ ・ブ ッシュ は選挙 の5か

月前 に5万7700人 を選挙 人名簿 か ら一掃 す る措 置 を採 って いた。選挙権 が認

め られない犯 罪者 だか らとい う理 由であ ったが,そ の ほ とん どの人 は無実 で

あ り,大 多 数 が黒人 で あったか らであ る といわれ てい る。(25)

2000年 の大統 領選挙 で は黒 人 の92%は 民 主党 に投 票 し,共 和 党 に投 票 した

の はわずか に8%に しかす ぎなか ったの で,こ の よ うな こ とが なければ ゴア

候補 は間違 いな く当選 していた。(26)

2002年 度 ア カデ ミー一賞 ドキ ュメ ンタ リー長編 賞 を受 賞 した映 画監督 マ イケ

ル ・ムー アは これ をアメ リカ的 クー デ ター と名付 け,ア カデ ミー賞授賞 式 で

ブ ッシュ は恥 を知れ と挨 拶 した。(27)

2000年 の大 統領 選挙 と同時 に行 われ た議 会選 挙 の結 果 は下 院で共和 党221

議席,民 主 党211議 席,そ の他2議 席,上 院で共和 党50議 席,民 主党50議 席

であ った。 これが2002年 の 中間選挙 の結果,下 院で共和 党 が229議i席,民 主

党 が205議 席,そ の他1議i席,上 院 で共和 党 が51議 席,民 主党 が48議 席,そ

の他 が1議 席 となった。ス テー トの ガバ ナ ーは共和 党26人,民 主党24人 で あ
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る。共和 党が大 統領 職 を獲得 した他,合 衆 国の上 下両 院の多 数派 とな り,ス

テー トの ガバ ナー の過 半数 をお さえた。現在 は共和党優 位 で ある。

アメ リカの選挙 の 第1の 問題点 は選 挙 に多 額 の費用 が掛 か る こ とで あ る。

2000年 の大統領 選挙 につ いて の資料 は手 もとにないが,民 主党 の ク リン トン

と共和 党の ドー ルが争 った1996年 の大統 領 選挙 で1995-96年 の予備 選挙 の段

階だ けで両者 によって2億4390万 ドルが使 われ てい る。 そ の うち1億2640万

ドルが個 入献 金,5600万 ドルが合 衆 国政府 の選挙 資金 であ った。 内訳 は民 主

党 が個 人献 金3130万 ドル,合 衆 国政府 の選挙 資金1400万 ドル,計4620万 ドル,

共 和 党が 個 人献 金9310万 ドル,合 衆 国政府 の選挙 資 金4160万 ドル,計1億

8700万 ドルであ る。民 主党 は現 職大統 領 の再 選運動 であ ったので共和 党 の4

分 の1で 済 んで い るがi共 和 党 は予 備 選挙 だ けで224億4000万 円使 って い る。

その うち111億7200万 円 は個 人か らの寄付 金 であ る。(28)

上下 両院 の選挙 につ いてい う と,予 備 選挙,本 選挙 を含 めて1999-2000年

の2年 間(暦 年)に すべ て の政 党が 集め た金 は6億1040万 ドル,使 った金 は

5億7230万 ドル,そ の うち個 人 か ら集 め た金 は3億1560万 ドル(378億7200

万 円)で あ る。(29)

金集 めが で きない と選挙 に立 て ない し,当 選 で きない。 もちろん,候 補 者

自身が多 額 の金 を持 ってい ない と選挙 はで きない。 テ レビを通 じての宣伝 が

盛 んに行 われ る ようにな って選 挙費用 は急 激 に増 大 して い る。 ア メ リカ民 主

主義 は金持 ち民 主主義 であ る。

第2の 問題 点 は投 票権 を得 るた め には登 録が必 要 であ り,時 に は恣意 的 に

投 票権 の剥奪 が行 われ る こ とであ る。2000年 の大統 領選 挙 の年 に登 録率 が低

か ったの は18-20歳 と21-24歳 の青年(そ れ ぞれ40.5%と49.3%),ヒ スパ ニ

ック(34.9%),失 業 者(46.1%)な どであ る。 同 じ く投 票率 の低 いの もこの

人 た ちで あ る。 青 年(28.4%と24.2%),ヒ ス パ ニ ッ ク(27.5%),失 業 者

(35.1%)で あ る。政 治 に よる救 い を もっ と も必要 とす る人 が投 票 で きな い

ので あ る。(30)

2000年 大統 領選挙 での ブ ッシュの大 統領 当選 は未 だ に不法 で あ り,ク ー デ

タ..一一.であ る とい われ てい る。 その ため にブ ッシュ大統領 は2002年 の 中問選 挙

で の勝 利 をめ ざ した。 これ は成功 した。
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8.自 己中心 の力 の信奉 者

2001年1月 に息子 の ブ ッシュ政権 は発足 したが,人 気 はい ま一つ であ った。

ブル ッキ ングズ研 究所 の世 論調査 に よる と,2001年7月 の アメ リカ国民 の政

府信 頼 度 は29%で あ った。 それが2001年9月11日 の事 件 の あ と急 上昇 した。

2001年9月14日 に上 下両 院 はテ ロを計 画,実 行 した り,こ の ような個 人や組

織 をか くまった 国家 な どに軍事力 を行使 す る権 限 を大統領 に与 える決 議 を採

択 した。 反対 したの は民 主党 の黒 人女性 下 院議 員 ただ一 人で あ った。 ブ ッシ

ュ大 統領 はア フガニス タンの タリバ ン政権 を攻 撃 した。 誰か に復 讐 した か っ

たア メ リカ国民 は これ を支持 した。政府 支持率 は2001年10月 に は57%に な っ

た。 しか し,2002年5月 には再 び40%に 下が っ た。

そ こで打 った手 が2002年6月6日 の本 土安全 保 障省 の創 設提 案 で あ った。

その 直後 の 『今 日の アメ リカ』 紙 とCNNテ レビお よび ギ ャ ラ ップ世 論 調査

の合 同調査 で は72%の 人が この提案 を支持 した。共和 党 が多 数派 の下 院で は

早 々 にこの法案 は通過 したが,民 主党 が多 数 派 の上 院で は審 議が 難航 した。

共和 党 は2002年11月 の 中間選 挙 で これ を最大 限 に利用 した。民 主党 はテ ロ対

策 に熱心 で ない と批判 された。民 主党 は受 け身 に回った。

共和 党 は テ ロ との戦 争 を前 面 に出 し民 主党 に追 い討 ち をか けた。 ブ ッシ ュ

大統 領 は イラ クに対 して軍事 力 を行 使 す る権 限 を与 える よ うに上 下両 院 に要

請 した。2002年10月10日 に上 院は77対23,下 院 は296対133で これ を承 認 した。

改選 を控 えた上 院議員 で これ に反対 したの は民 主党 の ミネ ソ タ選 出議 員 ウ ェ

ールス トンただ0人 で あ った。共和 党 はウ ェー ルス トンに攻 撃 を集 中す る と

と もに民 主党 の候 補者 にテ ロ対 策 とイ ラク との戦争 で踏み絵 を踏 ませ た。

ミネ ソ タの上 院議員 選挙 は2002年 中間選挙 の天王 山 とな った。 ブ ッシュ大

統領 はウ ェー ルス トンの対立候 補 として元 セ ン トポール市長 で あ った民 主党

の コー ルマ ンを民主党 か ら引 き抜 いて共和 党 の上 院議 員候補 者 と し,選 挙 資

金集 め な どで積 極 的 に支援 した。 ウェールス トンは選挙 運動 中に飛 行機事 故

で死 亡 した。民 主党 は急 遽,元 副大 統領 モ ンデー ル を立 てたが,コ ー ルマ ン

に破 れ た。

ブ ッシュ大 統領 は ミゾ リーで も現 職 の共和 党下 院議員 ター レン トを共和 党
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上 院議 員候補 者 として引 っ張 りだ し,積 極 的 に支援 して 当選 させ た。 落選 し

たの は2000年 の選挙運動 中 に飛行機 事故 で亡 くなったが,当 選 した夫 に代 わ

って上 院議 員 とな った民 主党 の現職 カー ナハ ン女 史 であ った。

共和 党 は アー カ ンソーで現 職が民 主党 の新 人候 補 に負 けて落選 したが,ジ

ョー ジアでは民 主党の現 職 を敗 って当選 し,結 局,2議 席増 や して選挙前 の

49議 席 か ら51と な り上 院 の多 数派 となった。 ブ ッシュ大統領 の作 戦勝 ちで あ

った。

2003年3月19日,ブ ッシュ大統 領 はイ ラクの フセ イ ン政権へ の攻 撃 を開始

した。 戦争 は まだ続 い てい る。

アメ リカが他 国の 内政 に干 渉 し,当 該 国の政権 を打倒 したの は今 に始 まっ

た ことで はない。植 民者 た ちは他 人 の土地 に勝手 に入 り込 み,先 住者 か ら土

地 を安 く買 った り力 で取 り上 げ た りして生 活 を始め た。 なか には先住 者 か ら

土 地 を正 当な値段 で買 い取 り,先 住民 と平和 的 に仲 良 く暮 らし,と もに幸 せ

に生 きよ うとす る人 々が い たが,そ の多 くは 「明 白な運 命」 な どとい う勝 手

な理屈 をつ けて西部へ の進 出 を合 理化 して国 を広 げ てい った。1890年 の南 ダ

コ ダの ウー ンデ ッ ドニ ーで の先住 民300人 あ ま りの虐殺 は北 アメ リカ大 陸で

の フロ ンテ ィア ・ライ ンの消 滅,先 住民征 服 の完 了 を象徴 す る事件 であ った。

アメ リカ人 の進 出 ・膨 張 は中央 アメ リカ ・南 ア メ リカ,さ らに海 を越 えた

国 々に向か った。 ア メ リカは1898年 のスペ イ ンとの戦争 を契機 として キュー

バ,プ エ ル トリコ,フ ィリ ピン,ハ ワイを奪取 した。 ア メ リカの外 国 での武

力行 使 は枚 挙 に暇が ない。 そ の延 長線 上 に朝鮮 戦争,ベ トナム戦争,湾 岸戦

争,コ ソボ戦 争,ア フガ ン戦 争,イ ラ ク戦争が ある。(31)

アメ リカ人 は 自分 た ちの考 え方,生 活 の仕 方 が最 良 であ る と考 えて い る。

アメ リカ人 はア メ リカが世界 であ り,世 界 は アメ リカを中心 と して動 い てい

る し,動 くの が当然 であ る と考 えてい る。 アメ リカ人 は 自己 中心 的で あ る。

アメ リカ人 に は力 の信 奉者 が多 く,武 力行使 につい ての反省 が少 ない。 む

しろ,独 立革命,南 北 戦争,第 一 次大戦,第 二次大 戦 な どの武力 行使 が結果

的に は正 義 を実現 した との思 いが あ り,武 力行 使 を正 当化 す る考 え方 が強 い。

ア ンブ ロース の ような歴史家 で さえ先住 民 やスペ イ ン,メ キ シコな どか ら土

地 を奪 って進 め られた アメ リカ合 衆 国の膨 張 は結果 的 には良 か った として肯
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定 的に捉 えてい る。(32)

アメ リカのマ ス コミュニ ケー シ ョンや教 育 の場 で もアメ リカ社会 に対 す る

根 本 的 な批判 が少 ない ため に同 じ過 ち を繰 り返す こ とに なってい る。

しか し,す べ ての ア メ リカ人が 同 じように考 え,行 動 してい るわ けで はな

い。真 摯 に 自分 を見 つ め,す べ ての人の思想 ・信 条 を尊重 し,他 のすべ ての

人 と共存 ・共生 し ようと してい る人 もい る。 アメ リカは大 き くな り過 ぎ,大

きな失敗 をす る こ とに よって深 く反省 し,考 え方,生 き方 を大 き く変 え ざる

を得 な くな る時が くるであ ろ う。

9.む すび

西暦 紀元前5万 年 くらい まで は人類 発祥 の地 といわれ る東 ア フ リカが 文化

発 展 の 中心 であ った。 その後 い まか ら4万 年 ほ ど前 に初 め て石 器 を作 り,水

路 を移 動 の手 段 と した とい われ るオー ス トラ リアの原 住 民(ク ロマ ニ オ ン

人)に 文化 発展 の中心が移 った。歴 史時代 に入 り中国が科 学技術 の発 農 で主

導 的な役 割 を果 たす ようになっ た。西 暦紀元 後1000年 か ら1450年 くらい まで

はイス ラム諸 国 の知 識 と科 学 が地球 的 な意 味 を持 ってい た。西 洋諸 国が 支配

的 な地位 を 占め る よ うに なっ たの は この500年 ほ どの こ とで あ る。 歴 史 的 に

は短 い期 間の現象 であ る。西暦 紀元前8500年 か ら西暦紀 元後1450年 までの ヨ

ー ロ ッパ は古 典古代 の諸 国家 を除 いて全 体 としてユ ー ラシアの もっ とも発展

してい なか った部分 で あ った。(33)

近現代 の ア メ リカの歴 史 は ヨー ロ ッパ の勃 興 と ともに始 まった。 当初 ア メ

リカは ヨー ロ ッパ諸 国の植 民 地で あ った。1776年 の独 立宣言後1863年 の奴隷

解 放宣言 まで は奴隷 制度 が公然 と存 在 した社 会 であ った。 その後 も1950-60

年 代 の公 民権 革命 まで は黒人 に対す る激 しい人種差 別 が続 き,黒 人がや っ と

人 間 と して の権 利 を獲 得 す る よ うにな った のは1970年 代 初 め の こ とで あ る。

それ か ら現在 までわず か に30年 余,い まだ に人種差 別 が残 って いる社 会 であ

る。(34)

アメ リカは経済 的 には世 界一 で ある。 アメ リカ に とって差 し当た って の最

大 の競 争 相 手 は ヨー ロ ッパ 連合(EU)で あ る。現在 の ところ経 済 規模 でみ

て ヨー ロ ッパ 最 大 の ドイ ツで もアメ リカの4分 の1で あ るが,EU全 体 で は
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ほ ぼ同規模 で あ る。EUは 人 口が ア メ リカ を大 き く上 回 り,世 界 の輸 出市場

で の シェ ア もそ うで あ る。EUが 計 画通 り今 後 数十 年 に 中央 ヨー ロ ッパ 諸 国

に徐 々 に拡大 してい けば1ア メ リカ との差 は さらに広 が るであ ろ う。 さ らに

中国が急 速 に アメ リカの後 を追 ってい る。 中 国は20世 紀 の最後 の20年 間に国

民 総 生産(GNP)が3倍 に な った。 中 国経 済が 年6%の 成 長 を続 け る とす る

な ら,2020年 前後 には中国 は経 済規模 でア メ リカに並 び,2065年 か ら2095年 ま

での どこか で入 口___,人当 た りのGNPで ア メ リカに並 ぶ とい われてい る。(35)

差 し当た り21世 紀 の前半 は まだ西洋 の優 位 が続 くで あろ う。 アメ リカは世

界一 の地位 を維 持す るた め に努力 し,ヨ ー ロ ッパ連合 もい っそ う拡大 ・強化

す るで あ ろ う。 この間 に中国 は巨大 な勢力 となるであ ろ う。

アメ リカは軍事 的 に も世界 一・であ る。1999年 の ア メ リカの国防予算 は2888

億 ドルで世界 第1位 であ る。 日本 の411億 ドル,イ ギ リス の346億 ドル,ロ シ

アの310億 ドル,フ ラ ンス の295億 ドル,ド イ ツの247億 ドル,中 国の126・億 ド

ル,イ ン ド107億 ドル な どの合 計 よ りも多 い。 アメ リカは核 戦 力 と通 常戦力

の双 方 で世 界全体 を作 戦範 囲 に し得 る唯 一一の国で あ る。(36)

アメ リカは この強大 な軍事力 を行使 して21世 紀 の新 しい地球秩 序 を作 ろ う

と してい る。湾 岸戦争,コ ソボ戦 争,ア フガ ン戦争,イ ラク戦 争 はその あ ら

われで あ る。 中 には2001年9月11日 の事 件 を切 っ掛 け と してア メ リカは 「帝

国」 に変 貌 した と主 張す る論者 が いる。確 か に他 国の政府 を変 えて しま う 目

的の ため にアメ リカ単独 であ って も戦争 を辞 さない国 を 「帝 国」 と呼ぶ こと

は誇張 で な いか も知 れ ない。 しか し,こ の論 者 自身 が指摘 してい る よ うに,

これ はアメ リカが採 る政策 の一つ で あって,変 わ りうる もので あ る。(37)

現 実 には2002年 の ア フガニ ス タ ンの タ リバ ン政権,2003年 の イ ラクの フセ

イ ン政権 に対す る戦争 が示 す ように事態 は決 して アメ リカの思 うように進 ん

でい ない。 アメ リカ は 自国の考 えを無 条件 に他 国 に押 し付 け られ る ほ ど強い

国で はない。アメ リカ を 「帝 国」 として 固定化 すべ きで は ない であ ろ う。(38)

戦 争 は交戦 国双方 の社 会 の質 を変 え る。時 にはそれ を行 った者 の意 志 に反

す る ように変 える。朝鮮 戦 争 とベ トナム戦争 が公民権 革命 を促 進 しアメ リカ

社会 の質 を変 えた ように湾 岸戦争,コ ソボ戦争,ア フガ ン戦争,イ ラク戦争

が アメ リカ社会 の質 を変 え る可能性 が あ る。
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アメ リカ社 会 が 当面 してい る課題 は人種差 別 の克 服 と貧 困 の根 絶 で あ る。

アメ リカ は武力 に よって 問題 を解 決 しよう とす る考 えか ら脱 しな ければ な ら

ない。現在 の ブ ッシュ政権 の対外政 策 に大 きな影 響 を与 えてい る といわれ る

シ ンク タ ンク 「アメ リカ新世 紀 プ ロジェ ク ト」 の ロバ ー ト ・ケ ー ガ ンは アメ

リカが 強力 とな り,強 国 の流儀 で行 動 して い る こ とを誇 り,EUを 生 み 出 し

た ヨー ロ ッパ を弱 い もの の立 場 か ら世界 を見 てい る と蔑 み,ヨ ー ロ ッパ とア

メ リカが 同 じ世界 観 を共有 して い る とい う幻 想 にすが るの は止 め るべ きで あ

る と主張 して い るが,こ の よ うなケー ガ ンの考 えは彼 自身 と ともにアメ リカ

社 会 が まだ十分 に成熟 していな い ことを反 映す る もの であ る。(39)

ア メ リカは発展 途上 の社 会 で ある。
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